


“指示待ち族”“言われたことだけ族”を自律型人材に！
変革のキーワードは「勇気づけ」

“指示待ち族”とは，誰かに指図されない限り，自分から何も行動を起こさない

人を指し，“指示待ち人間”ともいいます。この言葉は１９８１年，その年の新入社員

の傾向を表す言葉として，現代コミュニケーション研究所が造語として公表しまし

た。いまでは一般的に「ゆとり教育世代」を指す言葉として認知されているようで

すが，実はいまの５０代の新入社員時代から使われてきた言葉なのです。

では，どのようにしたら，この“指示待ち族”あるいは“言われたことだけ族”

を自律型人材に，つまり期待される役割を自覚し，自ら考えて動く人材にすること

ができるのでしょうか。

多くのリーダーは，さまざまな接し方，伝え方，任せ方のスキルを駆使して，メ

ンバーを変えようとしていることでしょう。はたして，それで効果は出せているの

でしょうか。一貫性のない操作的対応でメンバーを“指示待ち”にさせているのは，

ほかならぬリーダー自身かもしれません。

まずはリーダーであるあなたが，「ああしろ」「こうしろ」といった指示型・操作

型リーダーシップから脱して，「勇気づけ」を基本とした自律支援型リーダーシッ

プへと舵を切ってみてはいかがでしょうか。

本コースは，アドラー心理学などの理論を軸にしながら，現実的な仕事の場面に

即して，効果的な行動や心得を学ぼうというものです。部下・メンバーへの接し方，

伝え方，任せ方を，一貫性のある「勇気づけ」を基本にしたスタイルに変革しませ

んか。あなたが変わればメンバーも変わり，組織も変わります。

学習にあたっては，テキストを読んで理解することに加えて，今後の行動目標を

立て，習慣化していくことが大切です。「勇気づけ」のスキルを身につけ現場で実

践していけば，頼りないと思っていたメンバーが“安心して任せられる人”に育つ

ことはもちろん，モチベーションの高い，活気に満ちたチーム・組織づくりが実現

できることでしょう。
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第�部

“できる人”へと引き上げる
効果的なリードの仕方



第１章

メンバーが自ら動きたくなる
指示の仕方・仕事の伝え方

1 まず“指示されたこと”を
確実にやりこなすことが基本

指示する側の思いと，指示される側の思い

指示したメンバーに対して，あなたも次のように感じたことが，少な

からずあると思います。

①「誰かが指示しないと行動しない」

②「一から十まで，細かく指示しないと行動しない」

③「細かい指示を出しているのに，仕事が遅い」

④「指示したとおりに行動しない」

では，指示されたメンバーは，あなたの指示に対してどのように感じ

ているか，考えたことはありますか。

①「以前に指示なしで行動したら，すごく怒られた」

②「失敗したくないので，細かい指示が欲しい」

③「あまりに指示が細かいので，仕事に興味がわかない」

④「指示があいまいなので，何をすればいいのかわからない」

つまり，部下・メンバーが「指示待ち族」といわれるような不適切な

行動を起こすのは，あなたの指示の出し方に問題があるのかもしれませ

不適切な行動

指示の出し方
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ん。このまま放置すれば，仕事が停滞し，人材も育たず，組織や会社に

損失を与える可能性もあります。

ここでは，メンバーが“指示されたこと”を確実にやりこなし，次の

仕事をこころよく引き受けられるように，「指示の出し方」と「仕事完

了時の対応」を学びます。

指示の出し方：5W2Hを基本にする

組織の仕事は，リーダーの指示・命令によってはじまります。リーダ

ーは，会社の目的を達成するために，仕事をメンバーに割り当てます。

その際，指示内容があいまいだと，メンバーは迷いながら仕事に取り組

むことになります。

指示の内容を正確にもれなく把握させるために，５W２Hを基本にし

て伝えるようにしましょう。指示の際に押さえておきたい５W２Hを図

表１・１に整理しておきます。

この５W２Hを，指示する仕事の状況によって使い分けましょう。た

とえばコピーを頼むとき，

WHAT →両面コピーをする

WHO →あなたが

WHEN →今日の午前中までに

HOW MANY →各１０部

通常ここまでは伝えるかと思いますが，さらに，

図表１・１ 指示の際に押さえておきたい５W２H

WHAT 案件は／要件は 何をするのか

WHO 誰が／協力者は 自分だけか／誰と

WHERE 場所は どこで

WHEN 期日は／時間は いつまでに

WHY 目的は／根拠は 何のために／なぜ

HOW 実施方法は どのように

HOW MUCH（MANY） 経費は／量は いくら／どのくらい

５W２H
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